
定
例
６
月
議
会
を
終
え
て

去
る
６
月
７
日
か
ら
開
催
さ
れ

ま
し
た
６
月
議
会
で
提
案
さ
れ
た

議
案
で
理
事
者
の
説
明
不
足
に
よ

り
一
部
の
委
員
会
で
、
審
議
が
一

時
ス
ト
ッ
プ
す
る
事
態
と
な
り
ま

し
た
。

特
に
、
教
育
厚
生
委
員
会
で
は
、

新
市
立
病
院
建
設
事
業
で
落
札
し

た
Ｊ
Ｖ
事
業
者
が
当
初
提
案
し

た
、
地
元
事
業
者
へ
の
発
注
率
が

低
い
と
し
て
２
月
議
会
で
予
算
が

凍
結
さ
れ
、
そ
の
後
に
見
直
さ
れ

ま
し
た
が
地
元
企
業
の
名
前
を
借

り
た
数
字
合
わ
せ
し
か
な
い
と
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
市
立
病
院
の
名
称
に

つ
い
て
も
、
提
案
さ
れ
た
「
長
崎

み
な
と
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」

は
、
市
民
か
ら
の
意
見
は
覚
え
に

く
い
・
市
民
病
院
の
名
称
に
愛
着

が
あ
る
な
ど
の
意
見
が
多
く
出
さ

れ
本
会
議
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
感
じ
た
こ
と

は
、
理
事
者
が
一
方
的
に
悪
い
と

は
思
い
ま
せ
ん
が
説
明
不
足
は
明

ら
か
で
あ
り
、
説
明
者
も
議
案
提

案
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
議
会
に
中

間
報
告
な
ど
を
行
う
こ
と
も
必
要

で
あ
り
、
議
会
と
行
政
が
両
輪
と

な
り
同
じ
認
識
に
な
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
痛
感
し
た
議
会
で
あ
り

ま
し
た
。

暑
さ
厳
し
い
候
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご
活
躍
の
事
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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長崎市議会議員

だ
よ
り

やさしい街づくり！元気な長崎！

こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
議
員
10
年
表
彰
に
感
謝

６
月
７
日
の
長
崎
市
議
会
開
会
日
に
永
年

勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
、
長
崎
市
議
会
よ
り
30

年
（
２
名
）、
10
年
（
４
名
）
の
表
彰
伝
達
式

が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
同
僚
議
員
と
共
に
10

年
表
彰
を
受
け
ま
し
た
、
10
年
前
に
新
人
候

補
者
と
し
て
、
立
候
補
し
、
今
日
ま
で
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
で
厳
し
い
選

挙
を
３
回
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
の

受
賞
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
私
は
、
長
崎
市
の
現
状
は
急
速
な

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
、
地
場
産

業
の
低
迷
な
ど
で
長
崎
市
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
長
崎
市
の
将
来
像
を

訴
え
な
が
ら
「
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
」
に
向
け
て
諸
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

皆
様
方
に
は
さ
ら
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
五
輪
清
隆

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

【
調
査
目
的
に
つ
い
て
】

世
界
新
三
大
夜
景
に
本
市
が
認

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
長
崎
の

夜
景
を
有
効
に
活
用
し
本
市
を
訪

れ
る
観
光
客
の
満
足
度
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
宿

泊
・
滞
在
型
観
光
の
推
進
の
た
め

の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、
観
光

振
興
に
係
る
施
策
の
推
進
に
寄
与

す
る
。

【
調
査
方
針
に
つ
い
て
】

宿
泊
・
滞
在
型
観
光
の
推
進
の

た
め
、
夜
景
の
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
る
と
と
も
に
、
長
崎
の
新
た
な

魅
力
の
創
出
に
向
け
た
課
題
を
把

握
し
、
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た

検
討
や
提
言
を
行
う
。

観
光
振
興
特
別
委
員
会
で
７

月
１
日
か
ら
３
日
の
日
程
で
４

市
を
訪
問
し
、
廿
日
市
市
（
広

島
県
）
は
観
光
資
源
の
情
報
発

信
、
周
南
市
（
山
口
県
）
・
北

九
州
市
（
福
岡
県
）
は
工
場
夜

景
を
活
用
し
た
観
光
振
興
、
福

岡
市
は
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

（
廿
日
市
市
）
宮
島
観
光
の
振
興

宮
島
の
厳
島
神
社
は
平
成
８

年
12
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
平
成
19
年
度
に
宮
島

観
光
振
興
４
つ
の
目
標
を
掲
げ

て
「
観
光
客
３
０
０
万
人
」「
外

国
人
観
光
客
10
万
人
」
は
達
成

し
た
が
、「
滞
在
時
間
５
時
間
」

「
宿
泊
客
40
万
人
」
は
達
成
で
き

な
か
っ
た
が
、
平
成
24
年
は
大

河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
効
果
で
、

過
去
最
高
の
「
観
光
客
４
０
０

万
人
」
を
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
調
査
項
目
】

①
夜
景
観
光
に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

②
宿
泊
・
滞
在
型
観
光
の
推
進
に
伴

う
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

長
崎
の
世
界
新
三
大
夜
景

都
市
認
定
に
つ
い
て

◆
認
定
団
体

一
般
社
団
法
人
　
夜
景
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
代

表
理
事
　
丸
々
も
と
お
氏
）

国
内
最
大
規
模
の
夜
景
調
査
・

認
定
組
織
。「
夜
景
観
光
」
に
関
す

る
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
い
、
地

域
の
活
性
化
及
び
観
光
産
業
全
般

の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
団
体
。

北九州市役所前にて

議長より10年表彰を受ける五輪市議

昨年のペーロン選手権

観光振興特別委員会報告

長
崎
市
議
会
は
平
成
25
年
度
に
３
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
私

は
観
光
振
興
特
別
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
の
で
、
概
要
に
つ
い
て

ご
報
告
致
し
ま
す
。

６
月
24
日
に
特
別
委
員
会
を
開
き
、
世
界
新
三
大
夜
景
を
制
定
し
た

夜
景
評
論
家
の
「
丸
々
も
と
お
」
氏
を
招
い
て
、
長
崎
の
魅
力
を
高
め

る
方
法
や
年
間
を
通
し
た
夜
景
観
光
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

国
内
に
は
夜
景
で
有
名
な
函
館
や
神
戸
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
長
崎
の

夜
景
は
稲
佐
山
・
鍋
冠
山
・
立
山
な
ど
市
内
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
が

一
番
の
魅
力
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展

望
所
（
視
点
場
）
に
行
く
道
路
の
整
備
や
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
の
が
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
に
立
ち
、
長
崎
が
世
界
新
三
大
夜
景
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を

契
機
に
市
民
の
方
々
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
か
ら
魅
力
あ
る
夜
景
と
認
知

さ
れ
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
し
て
も
観
光
振
興
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
い
つ
わ
」レ
ポ
ー
ト

４
市
を
訪
問
（
７
／
１
〜
３
）

周
南
市
・
北
九
州
市

工
場
夜
景
鑑
賞
が
全
国
的
な

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
海

上
・
陸
上
か
ら
工
場
夜
景
を
鑑

賞
す
る
ツ
ア
ー
に
は
幅
広
い
年

齢
層
の
方
々
が
参
加
さ
れ
人
気

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
室
蘭
市
・
川
崎
市
・

四
日
市
市
・
周
南
市
・
北
九
州

市
の
５
市
が
「
日
本
五
大
工
場

夜
景
」
と
し
て
連
携
を
図
り
、

「
エ
リ
ア
共
同
宣
言
」
を
発
表
し

て
い
ま
す
。

北九州市の工場夜景



【「
長
崎
和
牛
・
出
島
ば
ら
い
ろ
」

消
費
拡
大
実
行
委
員
会
】

・
県
負
担
４
／
10

・
市
負
担
３
／
10

◆
未
就
職
卒
業
者
緊
急
就
職
支
援

費
…
…
…
…
８
１
１
万
６
千
円

卒
業
後
３
年
以
内
の
未
就
職

卒
業
者
を
対
象
に
必
要
な
知
識

や
技
術
等
を
取
得
す
る
研
修
や

民
間
企
業
で
実
践
的
な
職
場
研

修
を
行
い
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
人
材
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
正
規
就
業
に
つ
な
げ
る
。

・
雇
用
者
数
５
人

・
当
初
予
算
　
５，
６
８
２
万
２

千
円
（
雇
用
者
数
30
名
）

◆
【
補
助
】
耐
震
化
推
進
事
業
費

茂
木
中
学
校
ほ
か…

６，
７
８
０
万
円

国
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
を
活
用
し
、
計
画
を
前
倒

し
し
て
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
す
る
。

・
校
舎
　
茂
木
中
、
大
浦
中
、

福
田
中

◆
【
単
独
】
耐
震
化
推
進
事
業
費

補
助
金
…
１，
２
１
２
万
７
千
円

私
立
幼
稚
園
が
実
施
す
る
施

設
の
耐
震
補
強
工
事
に
助
成
す

る
。

・
対
象
　
く
る
み
北
幼
稚
園

・
補
助
率
１
／
６

◆
心
身
障
害
者
福
祉
医
療
費

…
６
８
５
万
４
千
円

平
成
25
年
10
月
か
ら
の
制
度

改
正
に
よ
る
対
象
者
の
拡
大
等

に
伴
い
、
福
祉
医
療
費
を
増
額

す
る
。

・
新
た
な
支
給
対
象
者

〈
重
度
〉
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
所
持
者
（
通
院

医
療
に
限
る
）

〈
中
度
〉
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ｂ
１
所

持
者
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
適
用
者

・
当
初
予
算
　
９
億
６，
６
３
５

万
５
千
円

◆
民
間
保
育
所
保
育
士
等
処
遇
改

善
費…

１
億
７，
８
１
６
万
７
千
円

保
育
士
の
人
材
確
保
の
た
め
、

保
育
士
等
の
賃
金
改
善
に
要
す

平
成
25
年
6
月
議
会

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

平成25年度一般会計補正予算案と
　　　　　　　30議案を可決・同意！
平成25年度一般会計補正予算案と平成25年度一般会計補正予算案と
　　　　　　30議案を可決・同意30議案を可決・同意！
平成25年度一般会計補正予算案と
　　　　　　　30議案を可決・同意！

総額2,162億円（一般会計予算）

◆
地
域
活
動
推
進
費
補
助
金

…
２
４
０
万
円

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の

活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の

経
費
に
対
し
て
助
成
す
る
。

・
田
上
連
合
自
治
会
　
テ
ン
ト

等
イ
ベ
ン
ト
用
具
購
入

◆
し
ま
と
く
通
貨
発
行
費

…
87
万
９
千
円

長
崎
県
内
の
複
数
の
し
ま
市

町
で
共
通
に
使
用
で
き
る
「
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
の
発

行
準
備
に
係
る
経
費
（
発
行
委

員
会
へ
の
委
託
料
）。

・
高
島
地
区
　
平
成
26
年
４
月

か
ら
発
行
予
定

る
費
用
を
、
保
育
士
等
の
平
均

勤
続
年
数
に
応
じ
て
民
間
保
育

所
に
助
成
す
る
。

◆
【
単
独
】
児
童
福
祉
施
設
整
備

事
業
費
補
助
金
民
間
保
育
所

…
４
億
７，
４
８
７
万
３
千
円

待
機
児
童
の
解
消
と
入
所
児

童
の
保
育
環
境
の
向
上
を
図
る

た
め
、
民
間
保
育
所
の
定
員
増

を
伴
う
増
改
築
等
の
施
設
整
備

に
助
成
す
る
。

【
合
計
で
70
人
の
定
員
増
】

福
田
保
育
園

（
増
改
築
１
２
０
人→

１
４
０
人
）

長
照
寺
保
育
園

（
増
改
築
　
　
60
人→

　
　
70
人
）

つ
ば
さ
保
育
園

（
増
改
築
１
２
０
人→

１
４
０
人
）

畝
刈
保
育
園

（
増
　
築
１
５
０
人→

１
７
０
人
）

・
補
助
率
３
／
４

◆
「
長
崎
和
牛
・
出
島
ば
ら
い
ろ
」

ブ
ラ
ン
ド
強
化
費…

２
１
０
万
円

「
長
崎
和
牛
・
出
島
ば
ら
い

ろ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、

消
費
の
拡
大
と
生
産
者
の
所
得

向
上
を
図
り
、
地
域
活
性
化
を

行
う
取
り
組
み
に
対
し
負
担
す

る
。

・
総
事
業
費
　
７
０
０
万
円

長
崎
市
議
会
・
平
成
25
年
６
月
定
例
会
は
６
月
７
日
（
金
）
に

開
会
し
、
６
月
26
日
（
水
）
に
最
終
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成

25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
約
17
億
９，
８
０
０
万
円
）
と
30

議
案
を
可
決
・
同
意
し
、
新
市
民
病
院
の
名
称
変
更
関
連
３
議
案

は
否
決
と
な
り
閉
会
し
ま
し
た
。

人
事
関
連
で
は
、
空
席
に
な
っ
て
い
ま
し
た
副
市
長
に
自
治
省

出
身
の
岡
田
輝
彦
氏
が
賛
成
多
数
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
で
は
「
平
成
25
年
度
に
お
け
る
議
員
報
酬
の

臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
」「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

守
る
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
」
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主主
なな
補補
正正
予予
算算
のの
内内
容容

（参考）これまでのMICE施設整備に係る検討経緯一覧（平成22年度～）

平成22年度
長崎市コンベンション施設調査検討委員会による提言

概
要

長崎市におけるコンベンションの現状と課題、コンベンション施設の必要性、求め
られる施設機能、立地場所の条件等について検討し提言書が市へ提出された。

平成23年度

長崎市コンベンション施設設置アクションチームの報告

概　

要

長崎市におけるコンベンション施設の整備や運営に係る基本スキームを構築する
ための検討を実施。誘致・運営面として将来ビジョンや達成目標・重点事業など、施
設整備面として候補地の選定、求められる施設導入機能や施設運営形態などについ
て市へ報告された。

平成24年度

「（仮称）長崎MICEセンター」整備可能性調査業務委託の実施

概　
　

要

長崎サミットの枠組みで申請した「東アジア等を展望した（仮称）長崎ＭＩＣＥ拠点
地区整備に係る官民連携調査事業」が国土交通省の「平成24年度先導的官民連携支
援事業」に採択され、その補助事業として市が事務局となり本調査を実施。
施設整備の基本方針・コンセプト及び与条件設定、施設配置案の具体的な展開イメー
ジの作成、実現性の高い事業スキーム案の整理などを国土交通省へ報告した。

環境経済委員会報告

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備
推
進
費
で
異
論
噴
出

環
境
経
済
委

員
会
は
、
平
成

25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な

ど
の
審
議
を
行

い
、
多
く
の
意

見
・
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た

が
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。委

員
会
で

は
、
Ｊ
Ｒ
長
崎

駅
西
側
の
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
で
の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
）
に
関

す
る
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備
推
進
費
」

（
約
２，
２
９
０
万
）
に
、
各
委
員
か
ら
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
施
設
の
財
源
や
県
・
市
の
負
担
割
合
が
不
明

で
建
設
あ
り
き
と
受
け
取
れ
る
説
明
に
対
し
て
、

異
論
が
噴
出
し
ま
し
た
。

私
も
、
理
事
者
の
説
明
に
対
し
て
現
在
の
長

崎
市
の
財
政
は
非
常
に
厳
し
く
市
庁
舎
・
公
会

堂
の
建
設
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
中
で
、
建

設
あ
り
き
の
説
明
で
は
理
解
で
き
な
い
、
又
、

長
崎
駅
周
辺
の
整
備
計
画
が
さ
れ
て
い
る
中
で

の
全
体
計
画
も
見
え
な
い
・
現
在
の
ブ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
の
整
合
性
は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
の
か
と
の
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

【
概
　
要
】

長
崎
の
都
市
戦
略
と
し
て
交
流
人
口
の
拡
大

に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
昨

年
度
『「（
仮
称
）
長
崎
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
※
１
）
セ

ン
タ
ー
」
整
備
可
能
性
調
査
』
を
実
施
し
、
必

要
な
施
設
規
模
や
可
能
性
が
高
い
事
業
ス
キ
ー

ム
、
及
び
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
が
も
た
ら
す
経
済
波

及
効
果
の
試
算
な
ど
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
必
要
性
や

そ
の
効
果
な
ど
を
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
整
備
の
可
否
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、

土
地
や
財
源
な
ど
に
よ
る
施
設
整
備
の
問
題
や
、

持
続
的
運
営
の
た
め
の
要
件
な
ど
に
つ
い
て
更

な
る
検
討
の
必
要
が
あ
る
た
め
、
詳
細
検
討
及

び
関
係
機
関
と
の
調
整
等
を
図
る
も
の
。

※
１
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
マ
イ
ス
）
と
は
…

企
業
な
ど
の
会
議
（
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
）、

企
業
等
が
行
う
研
修
旅
行
（
Ｉ
ｎ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ

ｉ
ｖ
ｅ
Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
）、
国
際
機
関
・
団

体
、
学
会
な
ど
が
行
う
国
際
会
議
（
Ｃ
ｏ
ｎ

ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）、
展
示
会
・
見
本
市
、
イ

ベ
ン
ト
（
Ｅ
ｘ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
頭

文
字
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
は
専
門
性
が
高
く
、
高
付
加

価
値
な
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
必
須
で
あ
る
の
で
観
光
よ
り

も
裾
野
が
広
い
産
業
と
さ
れ
て
い
る
。

環境経済委員会の審査状況


